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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　生体の第１の領域に第１の光を照射する第１の照射部と、
　前記第１の領域と共通する領域を有する前記生体の第２の領域に、前記第１の光と波長
の異なる第２の光を照射する第２の照射部と、
　前記共通する領域の少なくとも一部で反射された前記第１の光及び前記第２の光を受け
入れる開口部、および内壁面を有し、前記内壁面には前記開口部により受け入れられた前
記第１の光及び前記第２の光を反射する反射板が設けられ、前記反射板により前記第１の
光及び前記第２の光を集光する集光部と、
　前記集光部により集光された前記第１の光を受光し、第１の信号に変換する第１の受光
部と、
　前記集光部により集光された前記第２の光を受光し、第２の信号に変換する第２の受光
部と、
　前記第１の信号及び第２の信号に基づいて、前記生体の脈波を検出する検出部と、
　前記開口部に設けられ、前記共通する領域のうち前記開口部と対向する領域で反射され
た前記第１の光及び前記第２の光を通過させるスリットを有し、前記対向する領域以外の
領域で反射された前記第１の光及び前記第２の光を遮断するスリット板と
　を備えることを特徴とする脈波測定装置。
【請求項２】
　前記スリット板は、複数のスリットを有する
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　ことを特徴とする請求項１に記載の脈波測定装置。
【請求項３】
　前記複数のスリットは、線状のスリットであり、前記スリット板の面の１の方向に沿っ
て配列される
　ことを特徴とする請求項２に記載の脈波測定装置。
【請求項４】
　前記複数のスリットは、四角形又は円形のスリットである
　ことを特徴とする請求項２に記載の脈波測定装置。
【請求項５】
　生体の第１の領域に第１の光を照射する第１の照射部と、
　前記第１の領域と共通する領域を有する前記生体の第２の領域に、前記第１の光と波長
の異なる第２の光を照射する第２の照射部と、
　前記共通する領域の少なくとも一部で反射された前記第１の光及び前記第２の光を受け
入れる開口部、および内壁面を有し、前記内壁面には前記開口部により受け入れられた前
記第１の光及び前記第２の光を反射する反射板が設けられ、前記反射板により前記第１の
光及び前記第２の光を集光する集光部と、
　前記集光部により集光された前記第１の光を受光し、第１の信号に変換する第１の受光
部と、
　前記集光部により集光された前記第２の光を受光し、第２の信号に変換する第２の受光
部と、
　前記第１の信号及び第２の信号に基づいて、前記生体の脈波を検出する検出部と
　を備え、
　前記第１の光の波長は、前記第２の光の波長よりも短く、
　前記第１の照射部と前記第１の受光部との間の距離は、前記第２の照射部と前記第２の
受光部との間の第２の距離よりも長い
　ことを特徴とする脈波測定装置。
【請求項６】
　前記反射板は、平面視において前記第１の受光部及び前記第２の受光部と重なる領域を
有する
　ことを特徴とする請求項１乃至５のいずれか一項に記載の脈波測定装置。
【請求項７】
　生体の第１の領域に第１の光を照射する第１の照射部と、
　前記第１の領域と共通する領域を有する前記生体の第２の領域に、前記第１の光と波長
の異なる第２の光を照射する第２の照射部と、
　前記共通する領域の少なくとも一部で反射された前記第１の光及び前記第２の光を受け
入れる開口部、および内壁面を有し、前記内壁面には前記開口部により受け入れられた前
記第１の光及び前記第２の光を反射する反射板が設けられ、前記反射板により前記第１の
光及び前記第２の光を集光する集光部と、
　前記集光部により集光された前記第１の光を受光し、第１の信号に変換する第１の受光
部と、
　前記集光部により集光された前記第２の光を受光し、第２の信号に変換する第２の受光
部と、
　前記開口部に設けられ、前記共通する領域のうち前記開口部と対向する領域で反射され
た前記第１の光及び前記第２の光を通過させるスリットを有し、前記対向する領域以外の
領域で反射された前記第１の光及び前記第２の光を遮断するスリット板と
　を備えることを特徴とする検出装置。
【請求項８】
　生体の第１の領域に第１の光を照射する第１の照射部と、
　前記第１の領域と共通する領域を有する前記生体の第２の領域に、前記第１の光と波長
の異なる第２の光を照射する第２の照射部と、
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　前記共通する領域の少なくとも一部で反射された前記第１の光及び前記第２の光を受け
入れる開口部、および内壁面を有し、前記内壁面には前記開口部により受け入れられた前
記第１の光及び前記第２の光を反射する反射板が設けられ、前記反射板により前記第１の
光及び前記第２の光を集光する集光部と、
　前記集光部により集光された前記第１の光を受光し、第１の信号に変換する第１の受光
部と、
　前記集光部により集光された前記第２の光を受光し、第２の信号に変換する第２の受光
部と、
　前記第１の信号及び第２の信号に基づいて、前記生体の脈波を検出する検出部と
　を備え、
　前記第１の光の波長は、前記第２の光の波長よりも短く、
　前記第１の照射部と前記第１の受光部との間の距離は、前記第２の照射部と前記第２の
受光部との間の第２の距離よりも長い
　ことを特徴とする検出装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、生体の脈波を測定する技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　光を用いて生体の脈派を測定する技術が知られている。例えば、特許文献１には、パル
スフォトメータにおいて、同一の媒体から抽出される２つの測定信号から、脈波信号とア
ーチフェクト信号とを分離する信号処理方法が記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００９－２６１４５８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　二波長の光を用いて脈派を測定する場合、これらの光が生体内の異なる領域で反射され
ると、異なる部位を観測していることになるため、脈波の測定に誤差が生じてしまう。
　本発明は、生体内の同じ領域で反射される光を用いて脈波を測定することを目的の１つ
とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明に係る脈波想定装置は、生体内の第１の領域に第１の光を照射する第１の照射部
と、前記第１の領域と共通する領域を有する前記生体内の第２の領域に、前記第１の光と
波長の異なる第２の光を照射する第２の照射部と、前記共通する領域の少なくとも一部で
反射された第１の光及び第２の光を受け入れる開口部を有し、当該開口部により受け入れ
られた第１の光及び第２の光を集光する集光部と、前記集光部により集光された前記第１
の光を受光し、当該受光した第１の光を第１の信号に変換する第１の受光部と、前記集光
部により集光された前記第２の光を受光し、当該受光した第２の光を第２の信号に変換す
る第２の受光部と、前記第１の信号及び前記第２の信号に基づいて、前記生体の脈波を検
出する検出部とを備えることを特徴とする。この構成によれば、生体内の同じ領域で反射
される光を用いて脈波を測定することができる。
【０００６】
　前記集光部は、前記第１の受光部及び前記第２の受光部を覆うドーム状の反射板であっ
てもよい。この構成によれば、第１の光び第２の光を効率よく集光することができる。
【０００７】
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　前記開口部に設けられ、前記共通する領域のうち前記開口部と対向する領域で反射され
た前記第１の光及び前記第２の光を通過させるスリットを有し、前記対向する領域以外の
領域で反射された前記第１の光及び前記第２の光を遮断するスリット板を備えてもよい。
この構成によれば、開口部と対向する領域で反射される光を用いて脈波を測定することが
できる。
【０００８】
　前記スリット板は、線状の複数のスリットを有し、前記複数のスリットは、前記スリッ
ト板の面の１の方向に沿って配列されてもよい。この構成によれば、スリットを通過する
光量の減少を抑制することができる。
【０００９】
　前記スリット板は、四角形又は円形の複数のスリットを有し、前記複数のスリットは、
前記スリット板の面に沿って２次元配列されてもよい。この構成によれば、スリットを通
過する光量の減少を抑制することができる。
【００１０】
　前記第１の光の波長は、前記第２の光の波長よりも小さく、前記第１の照射部と前記第
１の受光部との間の距離は、前記第２の照射部と前記第２の受光部との間の第２の距離よ
りも大きくてもよい。この構成によれば、二波長の光を用いて脈波を測定する構成におい
て、生体内の同じ領域で反射される光を用いて脈波を測定することができる。
【００１１】
　本発明に係る検出装置は、生体内の第１の領域に第１の光を照射する第１の照射部と、
前記第１の領域と共通する領域を有する前記生体内の第２の領域に、前記第１の光と波長
の異なる第２の光を照射する第２の照射部と、前記共通する領域の少なくとも一部で反射
された第１の光及び第２の光を受け入れる開口部を有し、当該開口部により受け入れられ
た第１の光及び第２の光を集光する集光部と、前記集光部により集光された前記第１の光
を受光し、当該受光した第１の光を第１の信号に変換する第１の受光部と、前記集光部に
より集光された前記第２の光を受光し、当該受光した第２の光を第２の信号に変換する第
２の受光部とを備えることを特徴とする。この構成によれば、生体内の同じ領域で反射さ
れる光を用いて脈波を測定することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】脈波測定装置の外観を示す図
【図２】脈波測定装置の構成を示すブロック図
【図３】脈波センサーの平面図
【図４】脈波センサーを図３に示すＡ－Ａ線で切断したときの断面図
【図５】スリット板の上面図
【図６】生体に対する光の浸透度を示す図
【図７】生体内における緑色光及び赤色光の経路を示す図
【図８】緑色光の観測領域と赤色光の観測領域とを示す図
【図９】反射板及びスリット板の作用を説明する図
【図１０】変形例に係るスリット板の上面図
【図１１】変形例に係るスリット板の上面図
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　図１は、本実施形態に係る脈波測定装置１の外観を示す図である。脈波測定装置１は、
人間の手２に装着される。脈波測定装置１は、人間の手首に装着される装置本体３と、脈
波センサー４（検出装置の一例）とで構成されている。この装置本体３と脈波センサー４
とは、ケーブル５を介して接続されている。脈波センサー４は、図１（ｂ）に示すように
、人差指の根元の手のひら側にバンド６によって固定される。
【００１４】
　図２は、脈波測定装置１の構成を示すブロック図である。脈波測定装置１は、二波長の
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光を用いて脈波を測定する。装置本体３は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）１１（
検出部の一例）と、ＲＯＭ（Read Only Memory）１２と、ＲＡＭ（Random Access Memory
）１３と、表示部１４と、操作部１５と、発振回路１６と、計時回路１７と、第１の信号
処理部２１ａ及び第２の信号処理部２１ｂとを備える。脈波センサー４は、駆動回路１８
と、第１の発光部１９ａ（第１の照射部の一例）及び第２の発光部１９ｂ（第２の照射部
の一例）と、第１の受光部２０ａ及び第２の受光部２０ｂとを備える。
【００１５】
　ＣＰＵ１１は、制御プログラムを実行して脈波測定装置１の各部を制御する。ＲＯＭ１
２は、読み出し専用の不揮発性メモリーである。ＲＯＭ１２には、例えばＣＰＵ１１によ
り実行される基本的なシステムプログラムが記憶される。ＲＡＭ１３は、ＣＰＵ１１のワ
ークエリアとして使用される揮発性メモリーである。ＲＡＭ１３には、例えばＣＰＵ１１
による制御プログラムの実行中に発生する各種のデータが一時的に記憶される。表示部１
４は、例えば液晶ディスプレイである。表示部１４は、ＣＰＵ１１による制御の下、脈波
の測定結果や脈波の測定に関する各種の情報を表示する。操作部１５は、例えば脈波測定
装置１の操作に用いられる複数の操作ボタンを備える。操作部１５は、利用者の操作に応
じた操作信号をＣＰＵ１１に供給する。発振回路１６は、ＣＰＵ１１にクロック信号を供
給する。計時回路１７は、ＣＰＵ１１による制御の下、時間を計測する。
【００１６】
　駆動回路１８は、第１の発光部１９ａ及び第２の発光部１９ｂを駆動する。例えば、駆
動回路１８は、操作部１５を用いて脈波の測定開始を指示する操作が行われると、第１の
発光部１９ａと第２の発光部１９ｂとを交互に駆動する。第１の発光部１９ａは、緑色光
Ｌｇ（第１の光の一例）を照射する発光素子を備える。この緑色光Ｌｇのピーク波長は、
５２５ｎｍである。第２の発光部１９ｂは、赤色光Ｌｒ（第２の光の一例）を照射する発
光素子を備える。この赤色光Ｌｒのピーク波長は、６２０ｎｍである。緑色光Ｌｇのピー
ク波長は、赤色光Ｌｒのピーク波長よりも小さい。第１の発光部１９ａ及び第２の発光部
１９ｂは、駆動回路１８により駆動されると、生体内の部位に光を照射する。
【００１７】
　第１の発光部１９ａから照射された緑色光Ｌｇは、生体内の部位で反射され第１の受光
部２０ａに到達する。第１の受光部２０ａは、第１の受光面２２ａを有する。第１の受光
面２２ａの表面には、緑色光Ｌｇを透過させるフィルターが設けられている。第１の受光
面２２ａは、このフィルターを透過した緑色光Ｌｇを受光する。第１の受光部２０ａは、
第１の受光面２２ａで緑色光Ｌｇを受光すると、受光した緑色光Ｌｇを第１の信号に変換
して出力する。
【００１８】
　第２の発光部１９ｂから照射された赤色光Ｌｒは、生体内の部位で反射され第２の受光
部２０ｂに到達する。第２の受光部２０ｂは、第２の受光面２２ｂを有する。第２の受光
面２２ｂの表面には、赤色光Ｌｒを透過させるフィルターが設けられている。第２の受光
面２２ｂは、このフィルターを透過した赤色光Ｌｒを受光する。第２の受光部２０ｂは、
第２の受光面２２ｂで赤色光Ｌｒを受光すると、受光した赤色光Ｌｒを第２の信号に変換
して出力する。
【００１９】
　第１の受光部２０ａから出力された第１の信号は、第１の信号処理部２１ａに入力され
る。第１の信号処理部２１ａは、第１の信号が入力されると、入力された第１の信号に各
種の信号処理を施して出力する。この信号処理には、例えば信号増幅処理やＡ／Ｄ（anal
og to digital）変換処理が含まれる。第２の受光部２０ｂから出力された第２の信号は
、第２の信号処理部２１ｂに入力される。第２の信号処理部２１ｂは、第２の信号が入力
されると、入力された第２の信号に各種の信号処理を施して出力する。この信号処理には
、第１の信号処理部２１ａの信号処理と同様に、例えば信号増幅処理やＡ／Ｄ変換処理が
含まれる。
【００２０】
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　第１の信号処理部２１ａ及び第２の信号処理部２１ｂから出力された第１の信号及び第
２の信号は、ＣＰＵ１１に入力される。ＣＰＵ１１は、入力された第１の信号及び第２の
信号に基づいて脈波の検出を行う。例えば、ＣＰＵ１１は、入力された第１の信号及び第
２の信号から脈動成分とノイズ成分とを分離し、分離した脈動成分に基づいて脈波を算出
する。この２つの信号を分離する方法としては、例えば特開２００９－２６１４５８号公
報に記載された方法を適用してもよい。
【００２１】
　図３は、脈波センサー４の平面図であり、図４は、脈波センサー４を図３に示すＡ－Ａ
線で切断したときの断面図である。第１の受光部２０ａと第２の受光部２０ｂは、図３に
示すｙ軸方向に並べて配置される。第１の受光部２０ａ及び第２の受光部２０ｂは、それ
ぞれ第１の受光面２２ａ及び第２の受光面２２ｂが図４に示すｚ軸方向を向くように設け
られる。第１の発光部１９ａと第２の発光部１９ｂは、図３に示すｘ軸方向に並べて配置
される。第１の発光部１９ａは、第１の受光部２０ａから距離Ｄ１だけ離れた位置に設け
られる。第２の発光部１９ｂは、第２の受光部２０ｂから距離Ｄ２だけ離れた位置に設け
られる。
【００２２】
　脈波センサー４は、上述した第１の発光部１９ａ、第２の発光部１９ｂ、第１の受光部
２０ａ及び第２の受光部２０ｂの他に、筐体４１と、反射板４２（集光部の一例）と、ス
リット板４３とを備える。筐体４１は、第１の発光部１９ａ、第２の発光部１９ｂ及び反
射板４２を覆うように設けられる。反射板４２は、ドーム状の形状をしており、第１の受
光部２０ａ及び第２の受光部２０ｂを覆うように設けられる。反射板４２は、脈波センサ
ー４が装着されたときに人間の皮膚と対向する位置に開口部４４を有する。反射板４２の
内部には、光を反射する反射面が設けられている。この反射面は、反射された光が第１の
受光面２２ａ及び第２の受光面２２ｂに集光するように形成されている。スリット板４３
は、反射板４２の開口部４４に設けられる。脈波センサー４が装着されると、スリット板
４３は人間の皮膚に接触する。
【００２３】
　図５は、スリット板４３の上面図である。スリット板４３は、線状の複数のスリット４
５を有する。この複数のスリット４５は、図５に示すｘ軸方向に沿って平行に配列されて
いる。つまり、複数のスリット４５は、スリット板４３の面の１の方向に沿って配列され
ている。また、スリット板４３の中央部には、孔４６が設けられている。第１の受光部２
０ａと第２の受光部２０ｂは、この孔４６の中に設けられる。
【００２４】
　第１の発光部１９ａ及び第２の発光部１９ｂは、第１の発光部１９ａと第１の受光部２
０ａとの間の距離Ｄ１が、第２の発光部１９ｂと第２の受光部２０ｂとの間の距離Ｄ２よ
りも大きくなるように配置されている。これは、以下のような理由による。
【００２５】
　図６は、生体に対する光の浸透度を示す図である。図６に示す縦軸は、光のピーク波長
［ｎｍ］を示す。図６に示す横軸は、生体に対する光の浸透度を示す。この浸透度とは、
生体内において光が到達する深さをいう。この深さとは、生体の表面からの距離をいう。
図６に示すように、波長により生体に対する光の浸透度が異なる。例えば、緑色光Ｌｇの
ピーク波長は５２５ｎｍであり、赤色光Ｌｒのピーク波長は６２０ｎｍである。この場合
、緑色光Ｌｇの浸透度は、赤色光Ｌｒの浸透度よりも小さくなる。
【００２６】
　図７は、生体内における緑色光Ｌｇ及び赤色光Ｌｒの経路を示す図である。図７には、
生体の皮膚の断面が示されている。生体の皮膚は、表皮３１と、表皮３１の下にある真皮
３２と、真皮３２の下にある皮下組織３３とを有する。真皮３２の浅い部分には、毛細血
管３４が存在する。真皮３２の深い部分には、細動脈と細静脈とを含む細動静脈３５が存
在する。
【００２７】
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　上述したように、緑色光Ｌｇの浸透度は、赤色光Ｌｒの浸透度よりも小さい。この場合
、緑色光Ｌｇは、基本的には赤色光Ｌｒよりも生体内の浅い部分を通過することになる。
しかし、生体内における光の経路は、光の発光位置と受光位置に応じて変化する。例えば
、第１の発光部１９ａと第１の受光部２０ａとの間の距離Ｄ１を大きくすると、第１の発
光部１９ａから照射される緑色光Ｌｇは、生体内の深い部分の散乱光の割合が大きくなる
ため、生体内の平均浸透度が大きくなる。つまり、第１の発光部１９ａと第１の受光部２
０ａとの間の距離Ｄ１を大きくすると、第１の発光部１９ａから照射される緑色光Ｌｇは
、生体内のより深い部分を通過するようになる。そこで、緑色光Ｌｇが赤色光Ｌｒと同じ
深さの部位を通過するように、第１の発光部１９ａと第１の受光部２０ａとの間の距離Ｄ
１を、第２の発光部１９ｂと第２の受光部２０ｂとの間の距離Ｄ２よりも大きくしている
のである。これにより、赤色光Ｌｒは、図７（ａ）に示すように観測領域Ｒ２（第２の領
域の一例）に照射される。緑色光Ｌｇは、図７（ｂ）に示すように観測領域Ｒ２と同じ深
さの観測領域Ｒ１（第１の領域の一例）に照射される。なお、図７では、緑色光Ｌｇ及び
赤色光Ｌｒの経路の一例だけを示している。実際には、緑色光Ｌｇ及び赤色光Ｌｒは生体
内で散乱するため、観測領域Ｒ１及び観測領域Ｒ２の全体に緑色光Ｌｇ及び赤色光Ｌｒが
それぞれ照射されることになる。
【００２８】
　このように、第１の発光部１９ａと第１の受光部２０ａとの間の距離Ｄ１を、第２の発
光部１９ｂと第２の受光部２０ｂとの間の距離Ｄ２よりも大きくすることにより、緑色光
Ｌｇと赤色光Ｌｇとを同じ深さの領域に照射させることができる。しかし、距離Ｄ１と距
離Ｄ２とを異ならせると、緑色光Ｌｇの観測領域Ｒ１の大きさと赤色光Ｌｒの観測領域Ｒ
２の大きさとに差異が生じてしまう。
【００２９】
　図８は、緑色光Ｌｇの観測領域Ｒ１と赤色光Ｌｒの観測領域Ｒ２とを示す図である。緑
色光Ｌｇの観測領域Ｒ１は、第２の受光部２０ａを中心として第１の発光部１９ａを通る
円状の領域である。緑色光Ｌｒの観測領域Ｒ２は、第２の発光部１９ｂを中心として第２
の発光部１９ｂを通る円状の領域である。なお、図８では、観測領域Ｒ１及び観測領域Ｒ
２は完全な円状の領域であるが、楕円状の領域であってもよい。上述したように、第１の
発光部１９ａと第２の受光部２０ａとの間の距離Ｄ１は、第２の発光部１９ｂと第２の受
光部２０ｂとの間の距離Ｄ２よりも大きい。したがって、緑色光Ｌｇの観測領域Ｒ１は、
赤色光Ｌｒの観測領域Ｒ２よりも大きくなる。
【００３０】
　緑色光Ｌｇの観測領域Ｒ１には、赤色光Ｌｒの観測領域Ｒ２と、観測領域Ｒ１と観測領
域Ｒ２との差分である差分領域Ｒ３とが含まれる。この観測領域Ｒ２は、観測領域Ｒ１と
観測領域Ｒ２との間で共通する領域である。この場合、赤色光Ｌｒは、観測領域Ｒ２に存
在する血管の脈動による影響を受けるのに対し、緑色光Ｌｇは、観測領域Ｒ２に存在する
血管の脈動による影響に加えて、差分領域Ｒ３に存在する血管の脈動による影響も受ける
こととなる。
【００３１】
　図９は、反射板４２及びスリット板４３の作用を説明する図である。反射板４２の開口
部４４は、観測領域Ｒ１と観測領域Ｒ２との共通する領域（観測領域Ｒ２）の一部である
測定領域Ｒ４と対向する。第１の発光部１９ａから照射された緑色光Ｌｇは、生体内の観
測領域Ｒ１で反射される。このうち、測定領域Ｒ４で反射された緑色光Ｌｇは、スリット
板４３のスリット４５を通過して反射板４２内に入射する。一方、測定領域Ｒ４以外の領
域で反射された緑色光Ｌｇは、開口部４４に入らずに反射板４２の外に到達するか、開口
部４４に設けられたスリット板４３により遮られるため、反射板４２内に入射しない。つ
まり、開口部４４は、観測領域Ｒ１と観測領域Ｒ２との共通する領域の少なくとも一部で
反射された緑色光Ｌｇを受け入れる。スリット板４３は、測定領域Ｒ４で反射された緑色
光Ｌｇはスリット４５を介して通過させ、測定領域Ｒ４以外の領域で反射された緑色光Ｌ
ｇは遮断する。
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【００３２】
　同様に、第２の発光部１９ｂから照射された赤色光Ｌｒは、観測領域Ｒ２で反射される
。このうち、反射板４２と対向する測定領域Ｒ４で反射された赤色光Ｌｇは、スリット板
４３のスリット４５を通過して反射板４２内に入射する。一方、測定領域Ｒ４以外の領域
で反射された赤色光Ｌｇは、開口部４４に入らずに反射板４２の外に到達するか、開口部
４４に設けられたスリット板４３により遮られるため、反射板４２内に入射しない。つま
り、開口部４４は、観測領域Ｒ１と観測領域Ｒ２との共通する領域の少なくとも一部で反
射された赤色光Ｌｒを受け入れる。スリット板４３は、測定領域Ｒ４で反射された赤色光
Ｌｒはスリット４５を介して通過させ、測定領域Ｒ４以外の領域で反射された赤色光Ｌｒ
は遮断する。
【００３３】
　反射板４２内に入射した緑色光Ｌｇ及び赤色光Ｌｒは、反射板４２の反射面により反射
され第１の受光面２２ａ及び第２の受光面２２ｂに集光される。この場合、第１の受光面
２２ａには、第１の発光部１９ａから照射された緑色光Ｌｇのうち、測定領域Ｒ４で反射
された緑色光Ｌｇだけが到達する。また、第２の受光面２２ｂには、第２の発光部１９ｂ
から照射された赤色光Ｌｒのうち、測定領域Ｒ４で反射された赤色光Ｌｒだけが到達する
。
【００３４】
　上述した実施形態によれば、生体内の同じ測定領域Ｒ４で反射された緑色光Ｌｇ及び赤
色光Ｌｒを用いて脈波を測定することができる。なお、この「同じ領域」とは、完全に一
致する領域である必要はなく、同じとみなせる一定の範囲の領域であってもよい。また、
上述した実施形態では、緑色光Ｌｇ及び赤色光Ｌｒを集光しているため、第１の受光部２
０ａ及び第２の受光部２０ｂから出力される信号の強度が大きくなる。したがって、例え
ば第１の発光部１９ａ及び第２の発光部１９ｂの光の照射強度を小さくして、省電力化を
図ることができる。或いは、第１の受光面２２ａ及び第２の受光面２２ｂを小さくして、
装置の小型化を図ることができる。
【００３５】
　また、上述した実施形態では、反射板４２がドーム状の形状をしているため、緑色光Ｌ
ｇ及び赤色光Ｌｒを効率よく集光することができる。また、スリット板４３は、複数のス
リット４５を有し、且つ、各スリット４５の面積が大きいため、スリット４５を通過する
光量の減少を抑制することができる。
【００３６】
　本発明は上述した実施形態に限定されず、以下のように変形してもよい。また、以下の
変形例を相互に組み合わせてもよい。
【００３７】
（１）変形例１
　スリット板４３の構造は、図５に示すものに限定されない。例えば、複数のスリット４
５は、互いに斜めに配列されていてもよい。また、複数のスリット４５は、放射線状に配
列されていてもよい。また、以下のように、スリット４５の数や形状を変えてもよい。
【００３８】
　図１０は、この変形例に係るスリット板４３Ａの上面図である。このスリット板４３Ａ
は、四角形の複数のスリット４５Ａを有する。この複数のスリット４５Ａは、図１０に示
すｘ軸方向及びｙ軸方向に沿ってマトリクス状に配列されている。つまり、複数のスリッ
ト４５Ａは、スリット板４３Ａの面に沿って２次元配列されている。また、スリット板４
３Ａの中央部には、孔４６Ａが設けられている。第１の受光部２０ａと第２の受光部２０
ｂは、この孔４６Ａの中に設けられる。このスリット板４３Ａは、多数のスリット４５Ａ
を有しているため、スリット４５Ａを通過する光量の減少を抑制することができる。
【００３９】
　図１１は、この変形例に係るスリット板４３Ｂの上面図である。このスリット板４３Ａ
は、円形の複数のスリット４５Ｂを有する。この複数のスリット４５Ｂは、スリット板４
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たスリット板４３と同様に、孔４６Ｂが設けられている。第１の受光部２０ａと第２の受
光部２０ｂは、この孔４６Ｂの中に設けられる。このスリット板４３Ｂは、多数のスリッ
ト４５Ｂを有しているため、スリット４５Ｂを通過する光量の減少を抑制することができ
る。
【００４０】
（２）変形例２
　スリット板４３は、必ずしも設けられていなくてもよい。この場合、開口部４４は、測
定領域Ｒ４とその周辺の領域で反射された緑色光Ｌｇ及び赤色光Ｌｒを受け入れることに
なる。ただし、この測定領域Ｒ４とその周辺の領域は、観測領域Ｒ１と観測領域Ｒ２との
共通する領域（観測領域Ｒ２）の少なくとも一部である。そのため、このような構成であ
っても、生体内の同じ領域で反射された緑色光Ｌｇ及び赤色光Ｌｒを用いて脈波を測定す
ることができる。なお、上述した実施形態では、観測領域Ｒ２の全体が観測領域Ｒ１の中
に含まれていたが、第１の受光部２０ａ及び第２の受光部２０ｂの位置によっては、観測
領域Ｒ２の一部だけが観測領域Ｒ１の中に含まれる場合もある。この場合、この観測領域
Ｒ２の一部が、観測領域Ｒ１と観測領域Ｒ２との共通する領域となる。
【００４１】
（３）変形例３
　反射板４２の形状は、ドーム状に限定されない。反射板４２は、多面体の反射面を有す
る形状であってもよい。反射板４２は、開口部４４を有し、光を集光する構造を有するも
のであればよい。
【００４２】
（４）変形例４
　第１の発光部１９ａ、第２の発光部１９ｂが照射する光は、緑色光、赤色光に限定され
ない。例えば、青色光、赤外光等、他の波長の光であってもよい。
【００４３】
（５）変形例５
　上移した実施形態では、緑色光を受光する第１の受光部２０ａと、赤色光を受光する第
２の受光部２０ｂとが別々に設けられていた。しかし、第１の受光部２０ａ及び第２の受
光部２０ｂに代えて、２分割フォトダイオードが用いられてもよい。
【００４４】
（６）変形例６
　装置本体３と脈波センサー４とは、無線通信で接続されていてもよい。また、装置本体
３と脈波センサー４とが一体に構成されてもよい。また、脈波センサー４が装着される部
位は、指に限定されない。例えば、手の甲、手首、上腕、足の甲、耳朶等、生体の他の部
位であってもよい。
【００４５】
（７）変形例７
　ＣＰＵ１１において実行されるプログラムは、磁気テープ、磁気ディスク、フレキシブ
ルディスク、光ディスク、光磁気ディスク、メモリーなどの記録媒体に記録した状態で提
供され、脈波測定装置１にインストールされてもよい。また、このプログラムは、インタ
ーネット等の通信回線を介して脈波測定装置１にダウンロードされてもよい。
【符号の説明】
【００４６】
１…脈波測定装置、３…装置本体、４…脈波センサー、１１…ＣＰＵ、１２…ＲＯＭ、１
３…ＲＡＭ、１４…表示部、１５…操作部、１６…発振回路、１７…計時回路、１８…駆
動回路、１９ａ…第１の発光部、１９ｂ…第２の発光部、２０ａ…第１の受光部、２０ｂ
…第２の受光部、２１ａ…第１の信号処理部、２１ｂ…第２の信号処理部、４１…筐体、
４２…反射板、４３…スリット板、４４…開口部、４５…スリット、４６…孔
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